
 

 

第１０回統計品質改善会議 

議事次第 

 

 

日 時：令和６年９月２７日（金） 1５:３0～1６:３0 

場 所：合同庁舎２号館１階 低層棟 官房共用会議室４ 

参加者：［対面］美添座長、芦谷委員、川崎委員、西郷委員、高部委員 

舟岡委員 

［オンライン］荒木委員、樋田委員、元山委員 

※ご欠席 清水委員、土屋委員、廣瀬委員 

 

議 題： 建設関連統計の品質改善に向けた検討 
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  資料  建設関連統計の品質改善に向けた検討 

（建設工事受注動態統計調査の誤報告対策の対応状況） 

   



建設工事受注動態統計調査の誤報告対策の対応状況

○ 誤回答の防止と回答内容をより簡便に確認する観点から検討中であり、その方向性は以下のとおり

① オンライン回答システムを来年度から本格的に運用し、回答業者が調査票の入力段階で誤記入を防止できるようにするほ
か、誤報告の疑いのある数値を検知できる仕組みの導入 （同システムへのアクセスを容易にするQRコードの導入を含む）
→ QRコードによるログインの導入試験等を実施中。本年度までに本格的なオンライン回答システムを構築予定。

② 前月や前年同月の回答内容との比較により、誤報告の疑いのある数値等を特定する方法

→ 上述の比較作業を行いつつ、誤報告の可能性等を確認中。引き続き検討作業を実施。

③ 疑義のある回答内容を回答業者に照会する際、回答業者への負担感が少なく、疑義の有無を確実に確認できる質問内容
のあり方

→ 照会記録を整理しつつ、内容の精査を実施中。引き続き検討作業を実施。

２ 誤報告の疑いのある数値を確認できる仕組みの導入

１ より分かりやすい説明資料による周知の徹底

○ 調査対象者と都道府県に対し、誤記入防止の「ガイド」（留意点を赤字で強調）を再送付済 （7/12までに送付）

○ 建設業団体（全国建設業協会、建設産業専門団体連合会）に対し、会員企業に同「ガイド」を周知するよう依頼済（7/4までに
連絡）

○ 調査対象者、都道府県、建設業団体に対し、記載方法を分かりやすくした「冊子（記入の手引）」と注意喚起の記載を追記した
「調査票」の送付済（9/27）

統計品質改善会議において助言をいただきながら、誤報告に関する改善策の本年内の中間整理に向け、以下の３つの柱に
沿って取り組んでいるところ。

３ 標本抽出等のあり方の検討

○ 統計品質改善会議の審議を通じて、標本抽出等の現状を整理するとともに、特定の回答業者の回答内容によって大きな影
響を受けない標本抽出や算出方法のあり方について検討中

→ 建設工事受注動態統計調査の標本設計等に関する課題の整理等を実施中。引き続き検討作業を実施。
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建設工事受注動態統計調査について

受注調査には大手50者調査（乙調査）もありますが、本件では、対象業者が1.1万業者
の甲調査のことを建設工事受注動動態統計調査（甲調査）と言います。



建設工事受注動態統計調査について



建設工事受注動態統計調査について

【調査項目】

①建設業者名及び許可番号
②営業所の所在地
③経営組織
④資本金又は出資金
⑤国内建設工事の月間受注高

⑥公共機関から受注した請負契約額が１件当たり５百万円以上の国内建設工事に係る次
に掲げる事項
イ 工事名 ロ施工場所ハ発注者
ニ目的別工事分類 ホ工事区分ヘ工事種類 ト 受注形式
チ請負契約額 リ共同請負工事の持分額 ヌ完成予定年月

⑦民間等から受注した国内建設工事であって、請負契約額が１件当たり５百万円以上の
土木工事又は請負契約額が１件当たり５億円以上の建築工事に係る次に掲げる事項
イ 工事名 ロ施工場所ハ発注者
ニ工事種類 ホ工事区分ヘ請負契約額 ト 完成予定年月



調査票



調査ルートの改善

電子データの提出のためのシステム構築、提出方法の改善を検討・実施中
具体的には、現在の電子申請を独自システムに切り替え、ＱＲコードによるロ
グイン方法に切り替える予定（今年度に新システム構築予定）



具体的に想定される議論・検討事項について

① オンライン報告の増加

② 疑義照会の早期化、照会負担など審査コストの削減（業者
負担の軽減、事務負担の軽減）

③ 時系列審査や業者の特性を踏まえた審査

④ 施工統計からの抽出方法

⑤ 受注統計の県別層や完工高の階層の分類

⑥ 推計乗率の検討


